
日々の田高（理数研究拠点校 コラーゲンを通してタンパク質を学ぼう） 

 

10月 13日(火)放課後に、理数研究拠点校の活動としてタンパク質コラーゲンの専門家で元東京農工 

大学客員教授の服部俊治先生にお越し頂き、コラーゲンの性質を学ぶ講演会を実施しました。 

 膠
にかわ

を加えた墨と、膠を加えていない墨で文字を書いた時に、どのような違いがあるのかを実際に比較

し、コラーゲンがもつ興味深い性質について、実際に実験をして、楽しく教えて頂きました。 

コラーゲンは、その機能性を活かして、実は、膠やゼラチンなど、様々なところで、昔から利用され

ていることを知り、参加した生徒達はとても驚いていました。 

また、カルシウムのみを含みコラーゲンを含まない骨と、コラーゲンのみを含みカルシウムを含まな

い骨を観察、比較することで、生体内でのコラーゲンの働きや構造について学びました。今回の講演会

では、コラーゲンを様々な視点から考えることを通じて、タンパク質や物質の性質、生物の生態や進化

について、広い視野から学ぶことができました。 

 講演会終了後も、生物種によるコラーゲンの変性温度の違いや、コラーゲンを研究することになった 

きっかけ、高校生の時に大切なことは何か、など、生徒からは、多くの質問があがりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


